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三
役
一
新
、総
会
議
員
は
選
出
せ
ず

未
受
洗
者
陪
餐
問
題
に
議
論
集
中

　
第
　
回
沖
縄
教
区
定
期
総
会

61

は
五
月
二
八
、
二
九
両
日
、
沖

縄
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
に
正

議
員
四
六
名
中
、
開
会
時
四
一

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
は
、
四
年
連
続
で
教
団

問
安
使
を
拒
否
し
た
が
、
傍
聴

席
に
は
他
教
区
か
ら
の
代
表
・

個
人
も
多
か
っ
た
。

　
議
長
選
挙
は
、
三
回
目
の
投

票
で
有
効
投
票
の
過
半
数
に
達

し
、
知
花
正
勝
氏
（
与
那
原
）

が
、 二
三
票
を
獲
得
（
投
票
総

数
四
三
、
無
効
一
）
し
て
当
選
。

知
花
新
議
長
は
、「
私
に
対
す
る

批
判
票
の
存
在
す
る
こ
と
を
き

っ
ち
り
と
受
け
止
め
て
、
協
力

出
来
る
一
致
点
を
探
し
て
行
き

た
い
」
と
所
信
を
語
っ
た
。

　
副
議
長
も
同
様
に
三
回
目
の

投
票
で
具
志
堅
篤
氏
（
読
谷
）

が
二
二
票
を
獲
得
（
投
票
総
数

四
二
、
無
効
一
）
し
て
選
出
さ

れ
、
正
副
議
長
は
四
年
振
り
に

新
し
く
な
っ
た
。
書
記
は
、
芳

澤
信
氏
（
真
和
志
）
が
二
年
振

り
に
新
た
に
選
任
さ
れ
、
結
果

三
役
全
員
が
入
れ
替
わ
っ
た
。

　
二
日
目
午
後
の
教
団
総
会
議

員
選
挙
議
案
で
は
、「
第
　
回
教

35

団
総
会
議
員
の
選
出
を
行
わ
な

い
こ
と
を
承
認
す
る
」
と
の
常

置
委
員
会
提
案
議
案
を
巡
っ

て
、
白
熱
し
た
論
議
が
展
開
さ

れ
た
。「
距
離
を
置
く
こ
と
で
何

が
生
ま
れ
る
か
。選
挙
を
行
い
、

出
席
す
る
か
否
か
は
、
選
ば
れ

た
人
が
決
め
れ
ば
良
い
」「
常
議

員
に
選
ば
れ
た
時
、
教
区
の
　70

％
の
人
か
ら
反
対
さ
れ
た
が
、

沖
縄
以
外
の
人
達
か
ら
選
ば
れ

た
責
任
が
あ
り
、
常
議
員
会
へ

出
席
し
た
こ
と
は
間
違
っ
た
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

今
回
常
置
委
員
と
し
て
議
案
に

反
対
し
な
か
っ
た
の
は
、
今
は

自
分
た
ち
の
足
場
を
固
め
る
時

期
だ
と
思
う
か
ら
」「
選
出
を
行

わ
な
い
こ
と
で
、
全
国
の
諸
教

会
に
沖
縄
の
状
況
を
分
か
っ
て

貰
う
こ
と
は
大
切
」「
距
離
を
置

く
の
で
な
く
、
む
し
ろ
引
き
寄

せ
て
沖
縄
の
立
場
を
語
る
べ

き
」「
距
離
を
置
く
こ
と
は
関
係

を
断
つ
こ
と
で
は
な
い
。
沈
黙

も
大
切
な
情
報
の
発
信
と
な

る
」「
こ
う
い
う
議
案
の
出
る
こ

と
自
体
が
異
常
だ
が
、
将
来
教

会
の
在
り
方
を
問
う
特
設
委
が

作
業
中
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

　
十
七
教
区
中
、
十
六
教
区
の
総
会
が
終
わ
っ
た
。
こ
こ
数
年
或
い
は
そ
れ
以
上
の
期
間
、
重
要
課
題
と
さ
れ
て
来
た

事
柄
に
、
少
し
で
も
解
決
の
兆
し
が
見
え
た
と
は
言
い
難
い
。
一
方
、
多
く
の
教
区
で
聖
餐
を
巡
る
議
論
が
起
こ
っ
て

い
る
。
財
政
問
題
は
深
刻
の
度
合
い
を
高
め
て
い
る
。
教
団
の
未
来
は
何
所
に
向
か
う
の
か
、不
透
明
な
状
態
が
続
き
、

迷
子
に
な
り
そ
う
な
不
安
を
覚
え
る
。
し
か
し
、
主
は
こ
の
時
も
、
私
た
ち
と
共
に
い
て
下
さ
る
（
マ
タ
イ
　
・
　
）。

28

20

し
、
今
回
だ
け
、
選
出
を
行
わ

な
い
こ
と
に
同
意
す
る
」
な
ど

様
々
な
意
見
が
開
陳
さ
れ
た
。

　
一
時
間
半
近
く
、
今
総
会
で

最
も
時
間
を
か
け
、
丁
寧
に
行

わ
れ
た
討
論
の
後
、
挙
手
採
決

で
、
三
五
人
中
二
五
人
の
賛
成

で
承
認
さ
れ
、　
回
総
会
に
引

34

き
続
き
、
教
団
総
会
議
員
の
選

出
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　「
沖
縄
に
あ
る
将
来
教
会
の

在
り
方
を
検
討
す
る
特
設
委
員

会
」
は
、
任
期
を
二
年
延
長
す

る
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
平
良

修
委
員
長
は
、「
期
待
し
た
ほ
ど

に
論
議
が
展
開
し
な
か
っ
た
。

教
区
執
行
部
と
も
距
離
を
置
い

て
論
議
を
進
め
た
い
。　
年
総

07

会
に
第
一
回
答
申
を
、　
年
に

08

教
団
と
の
関
係
の
在
り
方
を
示

す
答
申
を
出
し
た
い
」
と
報
告

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
こ
れ

以
上
任
期
を
延
長
し
な
い
で
欲

し
い
」「
答
申
後
、
諸
教
会
が

ど
う
対
応
す
る
か
は
別
の
問

題
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
が
、

賛
成
多
数
で
承
認
し
た
。

　
　
年
総
会
以
来
、
教
区
の
大

04
き
な
懸
案
と
な
っ
て
来
た
沖
縄

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
問
題
で

は
、「
事
業
を
当
分
の
間
継
続
す

る
」
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
宗

教
施
設
の
性
格
を
鮮
明
に
し

て
、
許
さ
れ
る
範
囲
の
事
業
を

継
続
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

「
常
置
委
員
会
が
セ
ン
タ
ー
の

自
己
資
金
で
の
運
営
が
不
可
能

で
あ
る
と
予
想
し
た
場
合
、
速

や
か
に
事
業
を
停
止
す
る
」
と

の
条
件
の
付
い
た
議
案
を
賛
成

多
数
で
承
認
。
教
区
借
入
金
二

九
八
〇
万
円
の
返
済
を
当
分
の

間
猶
予
す
る
議
案
も
承
認
し

た
。
　
常
置
委
員
選
挙
結
果
。

【
教
職
】村
椿
嘉
信（
石
川
）、名

嘉
隆
一（
コ
ザ
）、小
倉
隆
一（
平

真
）（
推
薦
）【
信
徒
】
糸
洲
の
ぶ

子（
宜
野
湾
）、仲
里
佐
代
子（
首

里
）、上
地
武
雄（
読
谷
）

（
永
井
清
陽
報
）

野
）、
高
津
博
（
大
宮
前
）、
新

堀
邦
司
（
日
野
台
）、
渡
邊
豊

明
（
小
金
井
緑
町
）、
山
本
晃

（
仙
川
）、
本
村
利
春
（
吉
祥

寺
）、
寺
嶋
公
子
（
阿
佐
ヶ
谷
）、

五
十
嵐
昭
一
（
国
立
）、
西
舘

巖
（
天
門
）　

（
道
家
紀
一
報
）

　
五
月
二
八
日
か
ら
二
九
日
に

わ
た
っ
て
、
第
　
回
西
東
京
教

15

区
定
期
総
会
が
吉
祥
寺
教
会
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
小
中
乃

芙
子
常
置
委
員
の
司
式
、
原
田

謙
常
置
委
員
の
説
教
に
よ
る
開

会
礼
拝
の
後
、
議
員
総
数
二
〇

三
名
中
一
二
九
名
の
出
席
が
確

認
さ
れ
、開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。

推
薦
准
議
員
の
承
認
、組
織
会
、

議
事
日
程
承
認
の
後
、
教
団
問

安
使
の
山
北
宣
久
教
団
総
会
議

長
の
挨
拶
を
受
け
た
。
昨
年
に

続
き
、「
正
し
い
聖
礼
典
の
執

行
」
を
巡
っ
て
議
論
が
あ
っ
た

が
、
特
に
、
未
受
洗
者
へ
の
陪

餐
に
つ
い
て
教
憲
教
規
に
依
る

山
北
議
長
の
見
解
に
質
疑
が
集

中
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入

っ
た
。
吉
岡
光
人
議
長
に
よ
る

議
長
報
告
、
道
家
紀
一
書
記
に

よ
る
常
置
委
員
会
報
告
が
な
さ

れ
た
。
質
問
は
常
置
委
員
会
報

告
に
集
中
し
た
。
特
に
教
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
が
、
委
員

会
規
則
に
従
っ
て
、
二
教
会
に

下
し
た
判
断
に
つ
い
て
、
常
置

委
員
会
が
ど
う
扱
っ
た
か
に
つ

い
て
、
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
質
疑
は
続
い
た
が
、
吉
岡
議

長
は
、
常
置
委
員
半
数
選
挙
と

教
区
選
出
教
団
総
会
議
員
選
挙

に
入
る
こ
と
を
議
場
に
諮
り
了

承
を
得
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

結
果
は
後
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
夕
食
休
憩
の
後
、
〇
五
年
度

教
区
活
動
に
つ
い
て
、
若
月
健

悟
宣
教
委
員
長
と
各
部
・
各
委

員
長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
高
津
博
財
務
委
員
長
よ

り
、
教
区
歳
入
歳
出
決
算
、
剰

余
金
処
分
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
吉
岡
議
長
は
、
報
告
、
財

務
の
各
審
査
委
員
会
に
付
託
す

る
こ
と
を
議
場
に
諮
り
了
承
を

得
、
一
日
目
の
議
事
の
終
了
を

告
げ
た
。

　
二
日
目
、
第
五
期
宣
教
協
約

を
結
ん
だ
北
海
教
区
の
西
岡
昌

一
郎
議
長
を
迎
え
て
和
や
か
な

挨
拶
が
交
わ
さ
れ
、
改
め
て
宣

教
協
力
を
誓
い
合
っ
た
後
、
准

允
式
が
行
わ
れ
、
八
名
も
の
方

が
補
教
師
に
立
て
ら
れ
た
。

　
昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
、
各
審

査
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
決

算
も
含
め
た
〇
五
年
度
の
諸
報

告
が
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、
〇

六
年
度
の
計
画
と
予
算
も
審
議

の
上
、
可
決
さ
れ
た
。
閉
会
祈

祷
を
さ
さ
げ
予
定
よ
り
早
く
、

総
会
は
終
了
し
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半
数

改
選
）。【
教
師
】
大
村
栄
（
阿

佐
ヶ
谷
）、
原
田
謙
（
更
生
）、

河
村
博
（
調
布
）【
信
徒
】
平
松

進
（
東
中
野
）、
高
津
博
（
大
宮

前
）
新
堀
邦
司
（
日
野
台
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果
。

【
教
師
】吉
岡
光
人（
吉
祥
寺
）、

若
月
健
悟
（
国
分
寺
）、
道
家
紀

一
（
井
草
）、
久
山
庫
平
（
南
三

鷹
）、
原
田
謙
（
更
生
）、
大
村

栄
（
阿
佐
ヶ
谷
）、
河
村
博
（
調

布
）、
真
壁
巌
（
相
愛
）、
山
畑

謙
（
小
金
井
緑
町
）、
吉
岡
康
子

（
吉
祥
寺
）、
大
宮
溥
（
成
瀬
が

丘
）、
内
藤
留
幸
（
高
井
戸
）

【
信
徒
】
高
橋
豊
（
白
鷺
）、
小

中
乃
芙
子
（
永
福
町
）、
川
原
正

言
（
南
三
鷹
）、
平
松
進
（
東
中

西東京教区選出の教団総会議員

左から芳澤氏・知花氏・具志堅氏

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区 総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報教 区 総 会 報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
沖縄・西東京・関東・東北・東中国・東京

韻

い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い

い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
るる

沖沖縄縄

▼
農
民
達
が
車

輪
を
作
る
た
め

に
木
を
曲
げ
て

い
る
。
二
度
も

蒸
し
て
、
柔
ら

か
く
曲
げ
や
す

く
し
て
い
る
の
に
、
自
分
た
ち

が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
だ
け
で
木
は

い
っ
こ
う
に
曲
が
ら
な
い
。
中

心
の
台
に
留
め
木
が
無
い
の

で
、
彼
ら
は
台
と
一
緒
に
回
っ

て
い
た
の
だ
。
ト
ル
ス
ト
イ
の

『
洗
礼
の
子
』
に
そ
ん
な
場
面

が
あ
る
。
▼
ど
ん
な
時
に
も
動

く
こ
と
の
な
い
確
固
と
し
た
足

場
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
他
を

動
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
力

を
入
れ
れ
ば
入
れ
る
程
、
自
分

の
方
が
動
い
て
し
ま
う
。
▼
同

じ
本
に
、
こ
ん
な
場
面
も
あ

る
。
女
性
が
熱
心
に
床
の
拭
き

掃
除
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

汚
れ
は
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
。

見
る
と
、
彼
女
の
雑
巾
は
汚
れ

き
っ
て
い
る
。
自
分
自
身
が
汚

れ
て
い
て
、
他
を
清
め
る
こ
と

な
ど
出
来
る
筈
が
な
い
。
▼
と

こ
ろ
で
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
論
理

を
逆
手
に
取
れ
ば
、
自
分
を
動

か
す
た
め
に
取
る
べ
き
手
立
て

は
、
絶
対
に
動
か
な
い
も
の
に

ど
こ
ま
で
も
向
か
っ
て
行
く
こ

と
だ
ろ
う
。
実
際
に
そ
の
よ
う

な
人
が
存
在
す
る
か
も
。
自
分

を
き
れ
い
に
す
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
良
い
だ
ろ
う
。
少
し
の

汚
れ
も
な
い
方
に
、
清
め
て
い

た
だ
く
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

西東西東京京
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七
千
五
百
万
円
の
献
金
を
決
議

謝
儀
保
障
見
直
す
協
議
会
開
催

の
補
足
と
し
て
、
沖
縄
教
区
総

会
を
傍
聴
し
た
飯
塚
拓
也
書
記

が
そ
の
時
の
様
子
を
報
告
し

た
。「
あ
る
意
味
で
意
外
な
議
長

・
副
議
長
選
挙
の
結
果
だ
っ
た

が
、
沖
縄
教
区
の
方
々
は
静
か

に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
は
な

い
か
、
我
々
は
こ
れ
に
い
た
ず

ら
に
評
価
を
下
そ
う
と
す
る
の

で
な
く
、
静
か
に
見
守
る
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
」
と
語
っ

た
。

　
第
　
回
関
東
教
区
総
会
は
五

56

月
三
〇
日
～
三
一
日
、
さ
い
た

ま
市
大
宮
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

・
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

正
議
員
二
六
四
名
中
一
三
三
名

で
総
会
は
成
立
し
、
開
会
礼
拝

を
行
い
聖
餐
に
与
っ
た
。

　
議
事
に
入
る
前
に
、
ま
ず
前

回
（
　
回
）
の
教
区
総
会
で
行

55

わ
れ
た
常
置
委
員
選
挙
に
関

し
、
教
区
三
役
か
ら
の
お
詫
び

と
経
過
説
明
が
な
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
信
徒
常
置
委
員
と
し
て

選
出
さ
れ
た
議
員
が
後
に
教
会

役
員
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

際
の
処
置
と
、
役
員
で
な
い
こ

と
が
判
っ
て
い
る
議
員
の
被
選

挙
権
の
有
無
に
つ
い
て
、
教
区

の
慣
例
と
教
憲
教
規
と
の
整
合

性
を
巡
る
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
三
役
は
、
今
後
宣
教
研
究

委
員
会
等
で
検
討
し
た
い
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　
一
日
目
の
午
前
、
一
名
の
准

允
式
と
三
名
の
按
手
礼
式
が
執

行
さ
れ
、
受
允
者
と
受
按
者
そ

れ
ぞ
れ
の
教
会
の
関
係
者
が
壇

上
で
紹
介
さ
れ
、
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
。

　
一
日
目
午
後
、
教
団
問
安
使

の
鈴
木
伸
治
教
団
書
記
が
挨
拶

し
、
教
団
議
長
の
挨
拶
を
朗
読

し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
議
場

か
ら
い
く
つ
か
の
問
い
や
意
見

が
出
さ
れ
た
。
ま
ず
、「
正
し

い
聖
礼
典
の
執
行
」
に
関
し
、

聖
礼
典
の
乱
れ
は
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
の
か
と
問
わ
れ
、
ま

た
、「
二
種
教
職
制
の
問
題
を
含

め
て
、
こ
れ
ら
の
乱
れ
は
執
行

部
の
怠
慢
だ
」、
あ
る
い
は
、

教
団
議
長
の
社
会
状
況
、
合
同

の
と
ら
え
な
お
し
、
沖
縄
の
諸

問
題
に
つ
い
て
の
認
識
が
不
十

分
で
あ
る
等
の
意
見
が
述
べ
ら

れ
た
。

　
諸
報
告
中
、
教
区
議
長
報
告

　
五
月
三
〇
日
（
火
）
～
三
一

日
（
水
）、
仙
台
青
葉
荘
教
会

及
び
東
北
教
区
セ
ン
タ
ー
「
エ

マ
オ
」
を
会
場
に
第
　
回
東
北

61

教
区
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
開
会
礼
拝
に
お
い
て
エ
レ
ミ

ヤ
書
　
章
1
～
5
節
か
ら
「
自

45

分
に
大
き
な
期
待
を
抱
く
な
」

と
題
し
福
島
純
雄
議
長
が
説
教

を
語
っ
た
。
現
在
諸
教
会
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
は
厳
し
い
。

自
分
に
過
信
す
る
こ
と
な
く
神

の
計
画
に
委
ね
て
行
く
時
に
展

望
が
拓
か
れ
る
と
の
御
言
葉
を

受
け
た
。

　
議
事
に
入
り
准
允
希
望
者
の

承
認
を
受
け
、
近
藤
国
親
（
宮

内
）、
石
井
佑
二
（
山
形
本
町
）、

瀧
山
結
実
（
福
島
新
町
）
の
三

氏
の
准
允
式
を
行
っ
た
。
ま
た

高
橋
力
教
師
の
教
区
巡
回
教
師

派
遣
式
を
執
り
行
っ
た
。

　
一
日
目
午
後
七
時
一
五
分
よ

り
九
時
一
五
分
ま
で
、
東
北
教

区
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
て

「
謝
儀
保
障
な
ら
び
に
教
会
共

働
に
つ
い
て
の
協
議
会
」
が
行

わ
れ
た
。
現
在
、
既
得
権
化
し

て
い
る
謝
儀
保
障
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
地
域
の
伝
道
の
た
め

に
教
会
が
協
力
す
る
道
を
探
る

も
の
で
あ
る
。
宣
教
共
働
研
究

所
か
ら
の
二
つ
の
答
申
、「
浜
通

り
北
部
教
会
設
置
運
営
構
想
儿

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
共
働
宣
教
」

と
「
新
庄
共
働
宣
教
〝
新
庄
リ

バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
做」が
小
西
望

宣
教
部
委
員
長
よ
り
説
明
さ
れ

た
。
さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
答
申

案
に
対
す
る
常
置
委
員
会
の
見

解
を
福
島
議
長
が
語
っ
た
。
綿

密
な
研
究
と
常
置
委
員
会
で
の

て
い
ね
い
な
議
論
の
下
に
準
備

さ
れ
た
協
議
会
で
あ
っ
た
が
、

二
つ
の
プ
ラ
ン
を
公
開
す
る
こ

と
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、

と
く
に
当
該
教
会
に
お
い
て
は

戸
惑
い
や
驚
き
の
声
、
上
意
下

達
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
が
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
希

望
を
見
出
す
と
の
発
言
も
あ
っ

た
。
今
後
、
諸
教
会
が
こ
の
プ

ラ
ン
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、

教
会
と
地
域
の
伝
道
の
た
め
に

用
い
ら
れ
て
い
く
か
慎
重
に
協

議
が
進
む
よ
う
に
祈
り
た
い
。

な
お
宣
教
共
働
研
究
所
は
、
今

後
も
会
津
を
含
む
諸
地
域
に
研

究
の
範
囲
を
広
げ
て
行
く
計
画

で
あ
る
。

　
一
日
目
に
続
き
二
日
目
に
も

各
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
東
北
教
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。
開

設
さ
れ
て
か
ら
五
年
目
で
あ
る

が
必
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
空
調

や
防
音
な
ど
の
設
備
に
手
を
入

れ
て
行
く
必
要
も
あ
る
。
東
北

教
区
セ
ン
タ
ー
が
、教
区
全
体
、

そ
し
て
こ
の
地
域
の
伝
道
の
拠

点
と
な
る
よ
う
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
に
今
後
も
そ
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ

た
。
　
与
え
ら
れ
た
課
題
も
多
く
あ

る
が
、
総
会
の
閉
会
予
定
時
刻

を
一
時
間
残
し
て
全
て
の
議
事

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果
。

【
教
職
】
福
島
純
雄
（
郡
山
）、

柴
田
彰
（
川
谷
）、
高
橋
和
人

（
仙
台
東
六
番
丁
）、
小
西
望

（
仙
台
北
）、
佐
々
木
栄
悦
（
福

島
）、
望
月
修
（
仙
台
広
瀬
河

畔
）、
高
橋
真
人
（
会
津
坂
下
）、

宮
﨑
新
（
福
島
伊
達
）

【
信
徒
】石
田
サ
ダ
子（
安
積
）、

志
藤
仁
一
（
山
形
本
町
）、
稲

垣
弘
輔
（
仙
台
東
六
番
丁
）、

斎
藤
仁
一
（
山
都
）、
長
谷
川

精
一
（
仙
台
東
一
番
丁
）、
大

沼
近
（
宮
城
野
愛
泉
）、
境
澤

栄
美
子
（
山
形
六
日
町
）、
八

重
樫
捷
朗
（
仙
台
北
）

（
宮
﨑
新
報
）

　
二
日
目
午
後
、
前
日
の
分
科

会
報
告
を
受
け
た
上
で
各
審
議

に
入
り
、
と
く
に
「
新
潟
中
越

地
震
被
災
教
会
・
被
災
地
支
援

推
進
に
関
す
る
件
」
に
時
間
と

熱
意
が
注
が
れ
た
。

　
教
団
は
一
億
五
千
万
円
を
目

標
と
し
て
募
金
を
続
け
て
い
る

が
、
関
東
教
区
と
し
て
五
〇
％

の
七
千
五
百
万
円
を
献
げ
よ
う

と
い
う
議
案
で
あ
る
。
こ
の
金

額
は
各
教
会
の
経
常
収
入
の
約

八
％
、
ま
た
教
区
負
担
金
額
と

近
く
、
諸
教
会
の
決
断
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
被
災
教
会

の
現
況
や
募
金
状
況
、
教
区
財

政
と
の
関
連
、
各
個
教
会
の
実

情
、具
体
的
な
募
金
方
法
等
々
、

様
々
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
十

分
な
議
論
を
経
た
後
、
三
浦
修

議
長
は
、「
我
々
は
非
常
に
重
要

な
決
断
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
だ
」
と
の
認
識
を
慎
重
に
議

場
に
確
か
め
つ
つ
、
採
決
に
入

っ
た
。

　
議
案
は
一
五
九
名
中
一
四
三

名
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
関
東

教
区
は
被
災
地
支
援
に
つ
い
て

新
た
な
態
勢
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
決
意
が
全
教
団
に

伝
わ
る
こ
と
を
関
東
教
区
は
願

っ
て
い
る
。　
　

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果
。

【
教
職
】
村
田
元
（
原
市
）、

疋
田
國
磨
呂
（
大
宮
）、
三
浦

修
（
埼
玉
和
光
）、
飯
塚
拓
也

（
竜
ヶ
崎
）、
石
橋
秀
雄
（
越

谷
）、
原
田
史
郎
（
東
中
通
）、

熊
江
秀
一
（
新
津
）、
秋
山
徹

（
上
尾
合
同
）、
塚
本
潤
一
（
高

崎
）、
島
田
進
（
日
立
）、
上
島

一
高
（
新
潟
）、
田
中
か
お
る

（
安
行
）、
平
山
正
道
（
四
條

町
）、
小
野
團
三
（
桐
生
東
部
）

【
信
徒
】
金
刺
一
雄
（
上
尾
合

同
）、
滝
川
英
子
（
七
里
）、
大

島
健
一
（
大
宮
）、
内
田
聖
子

（
長
岡
）、
伴
朋
子
（
前
橋
）、

和
田
献
一
（
氏
家
）、
吉
田
武

人（
鴻
巣
）、諏
訪
部
勝（
甘
楽
）、

小
西
文
江
（
新
潟
）、
内
山
一

（
鹿
島
）、
舟
生
ま
ゆ
み
（
石

岡
）、
棚
橋
千
恵
美
（
越
谷
）、

坪
井
明
子
（
安
中
）、
綿
貫
富

夫
（
桐
生
東
部
）（藤

盛
勇
紀
報
）

　
第
　
回
東
中
国
教
区
定
期
総

55

会
は
、
五
月
二
二
～
二
三
日
の

両
日
、
米
子
教
会
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。正
議
員
九
四
名
中
、

開
会
時
七
一
名
の
出
席
で
あ
っ

た
。
　
開
会
礼
拝
・
組
織
会
の
後
、

議
場
は
議
長
報
告
を
受
け
た
。

　「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」

を
就
任
当
初
か
ら
訴
え
て
き
た

宇
野
稔
議
長
は
、「
見
る
」「
知

る
」か
ら「
支
え
合
う
」「
働
く
」

関
係
に
移
行
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

ま
た
教
区
の
様
々
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
教
団
の
諸
課
題
に

も
触
れ
た
。

　
一
日
目
は
、
各
委
員
会
の
報

告
を
中
心
に
議
事
が
進
み
、
教

団
問
安
使
と
教
団
出
版
局
長
よ

り
挨
拶
を
受
け
た
。

　
夜
に
は
「
伝
道
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、「
教
会

教
育
の
視
点
か
ら
」「
教
区
財
政

の
視
点
か
ら
」「
教
会
問
安
か
ら

見
え
て
き
た
も
の
」
と
し
て
、

三
名
か
ら
発
題
を
受
け
、
分
団

協
議
を
行
な
っ
た
。

　
二
日
目
は
、朝
の
礼
拝
の
後
、

按
手
礼
・
准
允
式
を
執
行
し
た
。

受
按
者
一
名
・
受
允
者
三
名
の

決
意
が
語
ら
れ
、
新
し
い
教
師

を
迎
え
る
喜
び
が
そ
れ
ぞ
れ
の

教
会
の
信
徒
議
員
よ
り
述
べ
ら

れ
た
。

　
午
後
に
は
初
の
試
み
と
し

て
、
二
〇
〇
五
年
度
中
に
召
天

さ
れ
た
教
区
内
の
信
徒
（
四
四

名
）
を
覚
え
て
追
悼
礼
拝
を
さ

さ
げ
た
。

　
予
定
さ
れ
て
い
た
議
案
と
し

て
は
、
三
年
目
を
迎
え
た
「
人

権
問
題
特
設
委
員
会
継
続
に
関

す
る
件
」
、
教
区
の
伝
道
と
連

帯
と
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め

の
「
教
会
強
化
特
別
資
金
運
用

規
定
改
定
に
関
す
る
件
」、宣
教

部
各
委
員
会
の
働
き
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
の
「
教
区
規
則

改
定
に
関
す
る
件
」
等
が
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
　
ま
た
緊
急
議
案
三
件
①
「
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
教
育
基
本
法

『
改
正
』
に
反
対
す
る
件
」
②

「『
共
謀
罪
』創
設
を
盛
り
込
ん

だ
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正
案

を
危
惧
し
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
同
法
案
改
正
の
取
り
下
げ
を

求
め
る
件
」
③
「『
憲
法
改
正

国
民
投
票
法
案
』
に
キ
リ
ス
ト

者
の
立
場
か
ら
反
対
し
、
国
に

異
議
を
申
す
件
」
が
議
場
に
お

い
て
承
認
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
常

置
委
員
会
付
託
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。

　
課
題
と
し
て
、
各
地
区
に
委

託
し
て
い
る
教
会
記
録
審
査
の

現
状
に
対
す
る
危
惧
が
議
場
よ

り
訴
え
ら
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果
。

【
教
職
】
宇
野
稔
（
岡
山
）、

藤
原
寛
人
（
上
井
）、
草
地
大

作（
境
港
）、宮
﨑
達
雄（
倉
敷
）、

卜
部
康
之
（
倉
敷
水
島
）、
八

束
潤
一
（
米
子
）

【
信
徒
】牧
野
卓
哉（
倉
吉
）、土

井
し
の
ぶ
（
高
梁
）、
佐
々
木

道
也
（
上
井
）、
難
波
幸
矢
（
光

明
園
家
族
）、
谷
野
順
子
（
倉

敷
水
島
）、湯
村
セ
ツ
子（
岡
山
）

（
卜
部
康
之
報
）

「
伝
道
を
考
え
る
」主
題
で
発
題
・
分
団

列席の正教師皆が手を置く按手礼式

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

巡回教師派遣式（高橋力教師）

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

関関東東

東東北北

東中東中国国

受按者・受允者の決意が語られる

Title:新報 4605 改__.ec7 Page:2  Date: 2013/05/09 Thu 14:33:38 



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

第4605号教　 団　 新　 報（3） 2006年6月24日 （第三種郵便物認可）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

　
教
師
異
動

横
田
相
愛
辞（
主
）佐
々
木
迪
淳

臼
杵
　
　
就（
主
）佐
々
木
迪
淳

東
広
島
辞（
主
）小
田
部
三
恵
子

美
浜
　
　
辞（
主
）矢
澤
新
一
郎

　
〃
　
　
　
就（
代
）三
吉
信
彦

習
志
野
　
　
就（
担
）空
閑
厚
憲

宿
河
原
　
　
辞（
担
）石
川
兼
子

　
〃
　
　
　
就（
主
）石
川
兼
子

大
井
　
　
　
辞（
代
）馬
場
康
夫

　
〃
　
　
　
就（
主
）阿
部
米
男

札
幌
　
　
　
辞（
担
）安
達
正
希

弘
前
学
院
聖
愛
高
校

　
　
　
　
　
就（
教
）安
達
正
希

広
畑
　
　
　
辞（
兼
）田
添
憘
雄

　
〃
　
　
　
就（
兼
）廣
田
守
男

神
戸
神
愛
　
辞（
主
）飯
田
敏
勝

　
〃
　
　
　
辞（
担
）飯
田
啓
子

大
曲
　
　
　
辞（
主
）横
井
伸
夫

　
〃
　
　
　
就（
主
）飯
田
敏
勝

　
〃
　
　
　
就（
担
）飯
田
啓
子

金
沢
　
　
　
辞（
主
）宍
戸
基
男

　
〃
　
　
　
辞（
担
）宍
戸
　
恵

　
〃
　
　
　
就（
主
）横
井
伸
夫

西
宮
　
　
　
辞（
担
）山
本
　
一

神
戸
多
聞
　
辞（
主
）平
山
武
秀

　
〃
　
　
　
就（
主
）山
本
　
一

聖
隷
学
園
　
辞（
教
）佐
栁
文
男

天
城
　
　
　
辞（
担
）佐
藤
待
子

東
広
島
　
　
就（
主
）佐
藤
待
子

用
瀬
　
　
　
就（
担
）国
岡
ス
ー

メ
リ
ー
な
つ
み

山
梨
八
代
　
辞（
主
）中
山
　
忍

　
〃
　
　
　
辞（
担
）中
山
倫
子

紀
伊
長
島
　
辞（
主
）萩
原
義
春

　
〃
　
　
　
就（
主
）中
山
　
忍

　
〃
　
　
　
就（
担
）中
山
倫
子

玉
野
　
　
　
辞（
主
）阪
西
直
和

　
〃
　
　
　
辞（
担
）原
田
純
子

　
〃
　
　
　
就（
主
）萩
原
義
春

伊
丹
　
　
　
辞（
担
）伊
藤
大
道

京
都
　
　
　
就（
担
）伊
藤
大
道

原
　
　
彰
氏
（
隠
退
教
師
）

　
四
月
二
六
日
、
逝
去
。
九
〇

歳
。
埼
玉
県
に
生
ま
れ
る
。
一

九
三
九
年
関
西
学
院
大
学
神
学

部
卒
業
後
、前
原
教
会
に
赴
任
。

そ
の
後
小
倉
鍛
治
町
、
大
分
、

広
島
南
部
、
福
岡
中
部
、
姫
路

五
軒
邸
、
唐
津
各
教
会
の
牧
師

を
務
め
、
九
〇
年
隠
退
し
た
。

遺
族
は
長
男
の
誠
さ
ん
。

横
山
フ
サ
子
氏
（
隠
退
教
師
）

　
四
月
二
九
日
、
逝
去
。
九
〇

歳
。
福
島
県
に
生
ま
れ
る
。
一

九
四
二
年
横
浜
共
立
女
子
神
学

校
卒
業
。
六
〇
年
か
ら
東
京
復

活
教
会
に
赴
任
。
七
一
年
か
ら

七
三
年
ま
で
川
口
教
会
担
任
教

師
を
務
め
、九
一
年
隠
退
し
た
。

遺
族
は
義
弟
の
州
夫
さ
ん
。

白
石
愛
子
氏
（
隠
退
教
師
）

　
四
月
二
九
日
、
逝
去
。
九
二

歳
。
愛
媛
県
に
生
ま
れ
る
。
一

九
三
八
年
神
戸
女
子
神
学
校
卒

業
。
四
九
年
か
ら
八
三
年
ま
で

松
山
教
会
担
任
教
師
を
務
め
隠

次期総会での継続設置を要請

在日韓国朝鮮人・日韓連帯特別委員会

　
第
　
総
会
期
第
三
回
在
日
韓

34

国
朝
鮮
人
・
日
韓
連
帯
特
別
委

員
会
が
、
五
月
十
五
日
～
十
六

日
の
両
日
、
教
団
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　
酒
井
薫
委
員
長
が
聖
書
日
課

の
出
エ
ジ
プ
ト
記
　
章
1
～
　

12

12

節
を
も
と
に
奨
励
。
続
い
て
報

告
事
項
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
在
日
大
韓
基
督
教
会
と

教
団
の
宣
教
協
約
に
基
づ
く
宣

教
協
力
委
員
会
開
催
の
結
果
、

「
入
管
法
改
定
案
」
に
反
対
す

る
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
「
教
育
基
本
法
」
の
改
定
に

対
す
る
共
同
声
明
を
協
議
中
で

あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
外
キ
協
関
連
で
は
、
広
島
で

開
催
さ
れ
た
全
国
協
議
会
、
全

国
キ
リ
ス
ト
者
集
会
、「
外
国
人

住
民
基
本
法
」
の
制
定
を
求
め

る
国
会
請
願
署
名
運
動
、
北
海

道
で
開
催
さ
れ
た
外
登
法
問
題

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
外
キ
協

ニ
ュ
ー
ス
　
号
参
照
）
に
つ
い

54

て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
吉
澤
恵
次
委
員
が
関
わ
っ
て

い
る
「
尼
崎
入
居
差
別
裁
判
」

1
審
一
部
勝
訴
の
報
告
（
控
訴

中
）、
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
委

員
会
で
支
援
を
決
め
た
韓
国
ソ

ロ
ク
ト
・
台
湾
楽
生
院
訴
訟
に

つ
い
て
、「
ハ
ン
セ
ン
病
補
償

法
」
の
改
正
と
い
う
、
国
外
の

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
に
対
し
て

国
内
と
平
等
の
補
償
が
勝
ち
取

ら
れ
た
と
い
う
嬉
し
い
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
発
見
さ
れ
た

胎
児
標
本
（
六
、三
〇
〇
体
）
に

関
連
し
て
「
供
養
」
や
女
性
た

ち
の
精
神
の
回
復
、
犯
罪
的
行

為
の
取
扱
い
等
の
問
題
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

　
休
憩
の
後
、
協
議
に
移
り
、

会
計
報
告
を
も
と
に
、
今
後
の

委
員
会
活
動
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
た
。
ま
た
、
戦
後
補
償

献
金
募
金
と
当
委
員
会
の
役

割
、
七
月
発
行
予
定
の
委
員
会

通
信
　
号
の
内
容
に
つ
い
て
協

71

議
、
決
定
し
た
。

　
二
日
目
は
在
京
委
員
が
所
用

の
た
め
欠
席
し
た
が
、「
在
日

・
日
韓
シ
リ
ー
ズ
X
V
」
を
発

行
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
協
議
、
決
定
し
た
。

テ
ー
マ
を
「
在
日
・
日
韓
連
帯

委
員
会
　
年
の
歴
史
と
展
望
」

30

と
し
て
、
委
員
会
の
活
動
を
振

り
返
る
と
共
に
、
各
地
の
教
団

教
会
と
在
日
大
韓
基
督
教
会
や

韓
国
の
教
会
と
の
交
流
の
様
子

を
ま
と
め
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と

し
て
一
〇
月
一
日
に
発
行
し
三

〇
〇
円
で
販
売
す
る
こ
と
と
し

た
。
　
全
国
の
諸
教
会
・
伝
道
所
や

個
人
の
献
金
で
活
動
が
支
え
ら

れ
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感

謝
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
て
必

要
と
さ
れ
る
働
き
が
で
き
る
よ

う
、
次
期
総
会
で
も
継
続
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
常
議
員
会
に
要

請
す
る
こ
と
と
し
た
。
多
く
の

作
業
を
担
当
幹
事
と
職
員
の
手

に
委
ね
て
、
祈
祷
を
も
っ
て
会

し
た
。

（
土
井
桂
子
報
）

教
規
一
五
四
条
の
変
更
を
検
討

第
五
回
予
算
決
算
委
員
会

　
第
　
総
会
期
第
五
回
予
算
決

34

算
委
員
会
は
五
月
十
五
日
・
十

六
日
の
両
日
、
教
団
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。

　
総
幹
事
お
よ
び
財
務
担
当
幹

事
よ
り
当
委
員
会
に
関
わ
る
諸

事
項
の
報
告
を
受
け
た
儿
二
〇

〇
六
年
度
各
教
区
総
会
へ
の
総

幹
事
報
告
、
二
〇
〇
五
年
度
の

財
務
関
係
諸
報
告
、
二
〇
〇
五

年
度
決
算
、
教
団
監
査
委
員
か

ら
の
要
望
、
新
横
浜
所
在
の
土

地
売
却
、
N
C
C
へ
の
負
担
金

等
。　
　
つ
い
で
C
表
改
訂
後
の
問
題

点
の
協
議
で
は
、
教
団
年
鑑
に

記
載
さ
れ
て
い
る
年
間
統
計
の

継
続
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
C

表
の
謝
儀
記
載
で
は
、
教
会
か

ら
の
支
出
と
互
助
に
分
け
て
あ

る
が
、
年
鑑
の
統
計
で
は
従
来

通
り
合
算
し
て
記
載
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。　

　
新
横
浜
の
土
地
売
却
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
売
却
に
至
っ
た

事
情
と
経
過
に
つ
い
て
総
幹
事

よ
り
説
明
を
受
け
、
事
情
止
む

支
出
で
、
積
立
金
支
出
の
科
目

を
新
設
し
て
、
上
記
収
入
額
を

処
理
し
、
正
味
財
産
内
訳
科
目

に
新
設
し
た
運
用
基
金
に
繰
り

入
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　
二
日
目
の
予
算
決
算
委
員
会

で
は
、
教
団
会
計
監
査
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
、
総
幹
事
か
ら

改
め
て
報
告
が
あ
り
、
引
き
続

き
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　
予
算
管
理
に
つ
い
て
は
、
予

算
管
理
の
必
要
性
、
具
体
的
な

予
算
管
理
の
手
順
等
に
つ
い

て
、
担
当
委
員
の
案
を
基
に
協

議
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
の
全
国
財
務
委
員
長

会
議
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
八

日
（
月
）・
十
九
日
（
火
）
の

日
程
、会
議
の
持
ち
方
と
し
て
、

各
教
区
の
現
況
報
告
は
昨
年
に

つ
づ
き
書
式
を
統
一
し
て
、
事

前
に
提
出
し
て
貰
う
事
、
年
金

局
・
出
版
局
報
告
に
つ
い
て
は
、

を
得
な
い
も
の
と
し
て
承
認
し

た
。
　
二
〇
〇
七
年
度
教
団
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
負
担
金

賦
課
方
式
と
、
教
規
一
五
四
条

と
の
乖
離
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
教
規
を
変
更
す
る
方
向
で

検
討
し
、
更
に
将
来
の
負
担
金

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
別
途

継
続
審
議
と
す
る
事
に
な
っ

た
。
　
つ
い
で
二
〇
〇
五
年
度
補
正

予
算
の
協
議
で
は
、
収
入
で
固

定
資
産
売
却
収
入
の
科
目
を
、

整
え
ら
れ
て
い
く
東
京
教
区

出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　
開
会
礼
拝
は
富
里
教
会
島
津

虔
一
牧
師
に
よ
る
「
教
会
の
生

命
の
基
盤
」
と
題
す
る
説
教
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

　
礼
拝
に
続
き
、
教
団
問
安
使

山
北
宣
久
教
団
総
会
議
長
、
来

賓
秋
山
徹
出
版
局
長
、
小
林
貞

夫
年
金
局
理
事
長
の
挨
拶
を
受

け
た
。

　
山
北
宣
久
教
団
議
長
は
教
団

の
課
題
に
言
及
。「
教
団
紛
争
等

で
体
力
の
落
ち
た
教
団
は
信
頼

関
係
の
回
復
が
急
務
」「
正
し
い

聖
礼
典
執
行
に
よ
る
一
致
」
を

訴
え
、
新
潟
県
中
越
地
震
被
災

支
援
に
一
層
の
募
金
協
力
を
呼

び
か
け
た
。

　
長
崎
哲
夫
教
区
総
会
議
長

は
、
議
長
報
告
と
し
て
教
区
運

営
状
況
を
詳
細
に
述
べ
た
。
教

務
の
一
部
を
五
支
区
に
委
任
す

る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
五
支
区
教

務
打
ち
合
わ
せ
会
に
よ
り
教
務

を
遂
行
し
、
教
区
財
政
は
負
担

金
の
四
割
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
六

割
は
教
団
に
納
付
、
負
担
金
未

納
問
題
は
教
区
財
政
全
体
の
位

置
づ
け
に
よ
る
検
討
の
方
向
で

取
り
組
む
と
述
べ
た
。

　
ま
た
懸
案
の
墓
所
拡
張
工
事

は
今
春
完
成
し
た
が
、
教
職
隠

退
ホ
ー
ム
信
愛
荘
の
老
朽
化
問

題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
。

　
一
方
、教
区
の
互
助
体
制
は
、

教
会
進
展
費
と
と
も
に
、
伊
豆

　
第
　
回
東
京
教
区
定
期
総
会
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は
五
月
三
〇
～
三
一
日
の
両
日

富
士
見
町
教
会
を
会
場
に
、
正

議
員
、
准
議
員
等
四
二
二
名
の

諸
島
伝
道
協
議
会
な
ど
全
教
区

的
支
援
体
制
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
各
支
区

三
名
に
よ
る
中
越
地
震
被
災
教

会
支
援
委
員
会
に
よ
っ
て
募
金

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

自
然
災
害
等
緊
急
時
に
際
し
、

緊
密
な
連
絡
協
力
体
制
、
財
政

的
準
備
な
ど
報
告
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
議
長
報
告
に
関

し
、
前
総
会
に
お
け
る
議
長
の

議
事
運
営
に
つ
い
て
異
議
が
出

さ
れ
た
が
、
議
長
は
、
通
常
の

議
場
整
理
で
あ
る
と
表
明
し
、

採
決
の
結
果
、
議
長
報
告
は
承

認
さ
れ
た
。

　
教
区
財
政
関
連
議
案
。
二
〇

〇
五
年
度
決
算
報
告
は
対
予
算

比
約
九
五
％
で
の
推
移
と
、
二

〇
〇
六
年
度
予
算
は
、
対
前
年

比
減
額
約
二
百
万
円
の
一
億
三

千
八
百
十
万
八
千
円
で
承
認
可

決
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
一
九
六
八
年
か
ら

の
基
準
を
見
直
す
常
置
委
員
会

提
案
「
東
京
教
区
教
会
設
立
・

伝
道
所
開
設
基
準
お
よ
び
支
援

要
綱
」
が
可
決
さ
れ
た
。

　
議
員
提
出
に
よ
る
議
案
、「
日

本
国
憲
法
第
九
条
改
憲
に
反
対

す
る
決
議
に
関
す
る
件
」、「
東

京
教
区
負
担
金
未
納
累
計
額
を

明
ら
か
に
す
る
件
」
な
ど
、
い

ず
れ
も
少
数
否
決
さ
れ
た
。
議

場
は
、
紛
争
時
か
ら
引
き
ず
っ

て
き
た
諸
問
題
を
感
じ
取
り
、

次
第
に
整
理
さ
れ
、
整
え
ら
れ

て
い
く
の
を
実
感
し
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果
。

【
教
職
】長
山
信
夫（
銀
座
）、木

下
宣
世
（
西
千
葉
）、
張
田
眞

（
鳥
居
坂
）、
小
橋
孝
一
（
霊

南
坂
）、
米
倉
美
佐
男
（
聖
和
）、

橋
爪
忠
夫
（
洗
足
）、
古
屋
博

規
（
小
石
川
白
山
）、
田
村
博

（
田
園
調
布
）、
松
下
恭
規

（
芝
）、
長
崎
哲
夫
（
東
京
山

手
）、
中
村
征
一
郎
（
東
金
）、

野
村
和
正
（
長
原
）、
山
北
宣

久
（
聖
ヶ
丘
）、
藤
田
義
哉
（
玉

川
平
安
）、
深
井
智
朗
（
滝
野

川
）、
石
井
錦
一
（
松
戸
）、
倉

橋
康
夫
（
富
士
見
町
）、
河
合

裕
志
（
西
新
井
）、
長
津
栄
（
高

輪
）、
高
橋
津
賀
子
（
馬
込
）、

岸
俊
彦
（
経
堂
北
）、
佐
野
英

二
（
安
藤
記
念
）、
亀
岡
顕
（
本

郷
中
央
）、
山
本
裕
司
（
西
片

町
）、
内
田
汎
（
鎌
ヶ
谷
）、
長

島
成
幸
（
ユ
ー
カ
リ
が
丘
）

【
信
徒
】
樋
田
利
明
（
富
士
見

町
）、
池
田
浩
二
（
霊
南
坂
）、

棟
居
正
（
柿
ノ
木
坂
）、
川
上

郁
夫
（
西
新
井
）、
鈴
木
優
子

（
小
松
川
）、
持
田
二
郎
（
池

袋
西
）、
鈴
木
功
男
（
目
白
）、

永
井
清
陽
（
経
堂
北
）、
朝
岡

瑞
子
（
船
橋
）、
岡
田
義
信
（
田

園
調
布
）、
岩
澤
嵩
（
銀
座
）、

相
馬
洋
子
（
碑
文
谷
）、
加
藤

楽
子
（
聖
ヶ
丘
）、
澤
田
竹
二

郎
（
白
金
）、
岩
橋
善
昭
（
新

津
田
沼
）、
鈴
木
秀
信
（
船
橋
）、

笠
原
康
子
（
銀
座
）、
丸
尾
時

彦（
波
浮
）、金
子
寿
一（
高
輪
）、

飯
島
弘
（
長
原
）、
石
渡
伸
一

（
聖
徒
）、
井
上
光
紀
（
鳥
居

坂
）、
秋
山
眞
兄
（
信
濃
町
）、

林
節
子
（
巣
鴨
と
き
わ
）、
山

下
雅
紀
（
青
堀
）、
石
井
信
満

（
長
生
）

　
常
置
委
員
半
数
改
選
選
挙
結

果
。

【
教
職
】米
倉
美
佐
男（
聖
和
）、

長
山
信
夫
（
銀
座
）、
野
村
和

正
（
長
原
）、
古
屋
博
規
（
小

石
川
白
山
）、
松
下
恭
規
（
芝
）

【
信
徒
】棟
居
正（
柿
ノ
木
坂
）、

永
井
清
陽
（
経
堂
北
）、
朝
岡

瑞
子
（
船
橋
）、
持
田
二
郎
（
池

袋
西
）、岡
田
義
信（
田
園
調
布
）

（
鈴
木
功
男
報
）

富士見町教会を会場に422名が出席

東東京京

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

退
し
た
。
遺
族
は
甥
の
東
山
隆

志
さ
ん
。

時
間
を
取
っ
て
詳
し
い
報
告
を

求
め
る
事
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

（
池
田
浩
二
報
）
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新
聞
広
告
で
見
た
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
の
和
菓
子
作
り
の
講
座
が
目

に
と
ま
り
、
申
し
込
ん
だ
。「
こ
ん
な

に
の
め
り
込
む
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
」
マ
イ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
数
々

の
資
格
を
所
得
し
、
気
が
付
け
ば
和

菓
子
を
作
り
続
け
て
十
年
に
な
る
。

　
教
会
に
繋
が
っ
た
の
は
母
の
影
響

だ
っ
た
。
自
由
学
園
で
羽
仁
も
と
子

の
薫
陶
を
受
け
、
卒
業
後
、
植
村
環

に
導
か
れ
て
受
洗
し
た
。
近
所
の
八

百
屋
の
二
階
を
会
場
と
し
て
、
浅
野

順
一
が
聖
書
の
勉
強
会
を
開
い
て
い

た
の
に
も
参
加
し
た
。
母
の
祈
り
に

支
え
ら
れ
て
教
会
生
活
を
続
け
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
あ
る
時
、

母
を
通
し
て
神
様
が
捉
え
て
い
て
下

さ
る
と
気
付
か
さ
れ
る
。
母
の
姿
を

見
て
学
ば
さ
れ
た
事
は
多
い
が
、
そ

れ
も
神
様
の
守
り
で
あ
り
、
母
の
姿

を
通
し
て
つ
か
ま
え
て
下
さ
っ
た
の

だ
、
と
。
そ
も
そ
も
自
分
は
大
そ
れ

た
人
間
じ
ゃ
な
い
。
意
地
悪
を
し
た

り
、
き
つ
い
事
も
言
う
。
で
も
そ
ん

な
人
間
が
人
を
喜
ば
せ
た
い
、
そ
れ

を
通
し
て
神
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き

た
い
、
そ
う
思
う
よ
う
に
導
い
て
下

さ
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。
教
会
の
祝

会
に
は
百
個
の
和
菓
子
を
作
る
。
教

会
の
婦
人
会
に
招
か
れ
て
講
座
を
開

い
た
り
、
地
域
の
子
供
達
の
和
菓
子

講
座
で
講
師
を
務
め
も
す
る
。
い
ず

れ
教
会
や
幼
稚
園
に
働
き
か
け
て
、

和
菓
子
作
り
を
通
し
て
伝
道
が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。「
ま
だ
野
望
の

段
階
で
す
け
ど
ね
え
」
将
来
の
展
望

を
語
る
姿
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

　
一
方
で
、
自
分
に
母
程
の
信
仰
が

な
い
か
ら
娘
達
は
教
会
に
来
な
い
の

で
は
、
と
思
わ
さ
れ
る
日
々
も
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
こ
に
も
神
の
守
り
は

あ
っ
た
。
も
う
す
ぐ
長
女
が
受
洗
す

る
。大
学
進
学
で
家
を
離
れ
た
孫
は
、

そ
の
地
域
の
教
会
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
る
。
柴
田
さ
ん
の
教
会
生
活
を
通

し
て
、
神
様
は
家
族
を
捉
え
て
下
さ

っ
た
。大
き
な
安
心
を
与
え
ら
れ
た
。

　
他
の
物
と
違
っ
て
、
和
菓
子
は
お

茶
を
飲
ん
で
和
む
と
い
う
事
に
繋
が

っ
て
い
る
。
多
く
の
人
に
気
軽
に
和

菓
子
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
人
と
人
と
の
交
わ
り
を

生
む
事
を
願
う
と
共
に
、
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
れ
ば
、
神
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で

歩
ん
で
い
る
。

柴田　順子さん

　1928年生まれ。和菓子作り講
師。藤沢教会員。現在、レンジ
で出来る和菓子を考案中

78歳、将来を語る
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前
述
し
た
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
と

し
て
各
方
面
の
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
五
月
十
一
日
外
国
人
記

者
ク
ラ
ブ
に
て
、
庭
野
平
和
賞
の
授
与

式
に
出
席
し
た
。

　
今
回
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ビ
た
ち
が

パ
レ
ス
チ
ナ
の
弱
者
側
に
立
っ
て
平
和

と
人
権
と
正
義
の
た
め
貢
献
し
て
い
る

働
き
が
選
ば
れ
て
二
千
万
円
が
贈
ら
れ

た
。
立
正
佼
成
会
が
授
与
す
る
の
だ
が

選
考
し
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ル
タ
ー

派
の
司
教
が
そ
の
責
に
あ
っ
た
。

　
私
は
イ
ザ
ヤ
書
　
章
　
節
を
引
用
し

32
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つ
つ
挨
拶
し
た
。「
神
の
姿
に
似
せ
て
創

造
さ
れ
た
人
間
（Im

ag
o
D
e
i

）
を

パ
レ
ス
チ
ナ
人
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
隔

て
を
越
え
て
尊
重
し
て
い
く
た
め
の
実

践
こ
そ
、
ま
さ
に
シ
ャ
ロ
ー
ム
そ
の
も

の
で
す
。

　
平
和
に
つ
い
て
論
ず
る
者
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
を
願
う
人
も
多
く

い
ま
す
。
し
か
し
、
平
和
を
作
り
出
す

人
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
ラ
バ
イ
ズ
・

フ
ォ
ー
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
の
な

し
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
平
和
を
作
り
出

す
働
き
は
、
全
世
界
の
人
々
に
人
間
の

尊
厳
を
取
り
戻
さ
せ
る
も
の
で
す
」（
以

下
省
略
）。

　
受
賞
し
た
ラ
ビ
た
ち
の
「
平
和
と
は

命
を
救
う
こ
と
、
神
の
与
え
る
恵
み
は

ユ
ダ
ヤ
人
の
み
の
権
利
で
は
な
く
、
共

に
広
く
豊
か
に
共
有
す
べ
き
も
の
」
と

い
う
ス
ピ
ー
チ
も
感
動
的
で
あ
っ
た
。

　
と
も
か
く
立
正
佼
成
会
の
庭
野
平
和

賞
を
契
機
と
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ル
タ

ー
派
司
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
た
ち
と

出
会
い
、
日
本
宗
教
連
盟
を
代
表
し
て

牧
師
が
挨
拶
を
す
る
不
思
議
を
思
わ
せ

ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。

（
教
団
総
会
議
長
　
山
北
　
宣
久
）

ラ
バ
イ
ズ
・
フ
ォ
ー

ラ
バ
イ
ズ
・
フ
ォ
ー
・・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツツ

http://www.bp.uccj.or.jp

★
新
刊
か
ら

『
歴
史
の
狭
間
を
生
き
る
』〈
李

仁
夏
〉
戦
争
が
暗
い
影
を
落
と

す
一
九
四
一
年
に
余
儀
な
く
日

本
の
中
学
に
留
学
。
教
会
と
地

域
に
仕
え
つ
つ
、「
寄
留
の
民
」

と
し
て
差
別
と
向
き
合
い
、
共

生
社
会
を
目
指
し
て
「
和
解
の

福
音
」に
仕
え
た
感
動
の
記
録
。

四
六
判
・
二
三
一
〇
円

『
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
生
き
た
ロ

ー
マ
帝
国
』〈
松
本
宣
郎
〉
キ

リ
ス
ト
教
公
認
以
前
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
は
、「
迫
害
」
の
中
で

死
と
隣
り
合
わ
せ
の
日
々
を
送

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼

ら
の
実
態
を
、
社
会
史
の
観
点

か
ら
丁
寧
に
紐
解
く
。四
六
判
・

二
五
二
〇
円

『
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
儿

儿
そ
の
概
念
と
実
践
』〈
Ｐ
・
Ｆ

・
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
、
荒
瀬
牧

彦
訳
〉
教
会
の
最
初
の
数
世
紀

に
、
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
儀
式
を
、
な
ぜ
行
っ
た

の
か
。
時
代
背
景
と
地
域
性
か

ら
説
得
力
の
あ
る
叙
述
で
考
察

し
、そ
の
起
源
と
展
開
を
探
る
。

四
六
判
・
二
六
二
五
円

『
講
座
 日
本
の
キ
リ
ス
ト
教

芸
術
』
全
3
巻
〈
刊
行
開
始
〉

日
本
の
文
化
に
溶
け
込
み
、
固

有
の
芸
術
と
し
て
開
花
し
た
、

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
芸

術
の
証
し
を
体
系
的
に
捉
え
直

し
、
検
証
す
る
。
茨
音
楽
＝
横

坂
康
彦
・
編
・
四
六
判
・
二
六

二
五
円
／
芋
美
術
・
建
築
＝
神

田
健
次
・
編
／
鰯
文
学
＝
富
岡

幸
一
郎
・
編

『
日
本
の
説
教
　
第
Ⅱ
期
』
全

　
巻
〈
刊
行
開
始
〉
日
本
の
プ

14ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
特
筆
す

べ
き
遺
産
を
、
今
改
め
て
学
び

★
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

す
る
講
演
会
２
０
０
６「
い
の

ち
の
尊
厳
を
求
め
て
」／
茨
関

東
地
区
、時
＝
6
月
　
日（
土
）

24

　
時
～
　
時
、所
＝
教
団
柿
ノ

14

17

木
坂
教
会
、講
師
＝
石
田
裕
さ

ん
／
芋
関
西
地
区
、時
＝
7
月

1
日（
土
）　
時
～
　
時
、所
＝

14

17

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
西
宮
中
央

教
会
、講
師
＝
曽
我
野
一
美
さ

ん
／
主
催
＝
社
団
法
人
好
善
社

緯
0
3
儿
3
7
1
2
儿
3
8
4

5
、関
西
連
絡
先
緯
0
6
儿
6

4
9
1
儿
1
7
0
4（
山
本
）

★
東
京
地
区
原
理
問
題
相
談
会

時
＝
7
月
7
日（
金
）　
時
～
　

13

15

時
／
所
＝
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

館
4
階
会
議
室
／
問
合
せ
＝
東

京
教
区
事
務
所（
緯
0
3
儿
3

2
0
3
儿
4
2
7
0
）

直
し
、
問
い
直
す
。

〈
既
刊
〉茨
小
崎
弘
道
＝
解
説
・

鵜
沼
裕
子
・
四
六
判
・
二
六
二

五
円
／
芋
賀
川
豊
彦
＝
解
説
・

雨
宮
栄
一
・
二
六
二
五
円
／
允

大
下
角
一
＝
解
説
・
原
　
忠
和
・

二
六
二
五
円
／
印
浅
野
順
一
＝

解
説
・
関
田
寛
雄
・
二
五
二
〇

円
／
咽
島
村
亀
鶴
＝
解
説
・
新

堀
邦
司
・
二
七
三
〇
円
／
員
大

村
　
勇
＝
解
説
・
大
宮
　
溥
・

二
六
二
五
円

〈
続
刊
〉因
福
田
正
俊
＝
解
説
・

池
田
　
伯
／
淫
北
森
嘉
蔵
＝
解

説
・
朴
憲
郁
　
他

★
特
価
期
間
六
月
末
終
了
で
す

『
キ
リ
ス
ト
教
礼
拝
・
礼
拝
学

事
典
』〈
今
橋
朗
・
竹
内
謙
太

郎
・
越
川
弘
英
＝
監
修
〉
特
価

八
九
二
五
円
（
通
常
価
格
九
四

五
〇
円
）
＊
分
野
別
全
収
録
項

目
一
覧
表
出
来
！
キ
リ
ス
ト
教

書
店
ま
た
は
、
出
版
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。

　
妻
が
安
行
教
会
の
牧
師
に
就
任
し
て

か
ら
、
九
年
余
り
の
年
月
が
経
ち
ま
し

た
。
東
京
三
鷹
で
の
生
活
に
区
切
り
を

つ
け
、
二
歳
の
子
ど
も
と
夫
婦
三
人
で

埼
玉
安
行
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
期
待

と
不
安
を
抱
き
つ
つ
…
。
妻
は
、
一
体

ど
ん
な
説
教
を
す
る
の
だ
ろ
う
？
　
ち

ゃ
ん
と
福
音
を
語
る
の
だ
ろ
う
か
。
私

た
ち
信
徒
に
十
字
架
の
キ
リ
ス
ト
を
毎

回
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

か
？
　
い
つ
も
い
つ
も
キ
リ
ス
ト
の
十

字
架
と
復
活
を
語
っ
て
欲
し
い
。
私
た

ち
は
聖
書
の
言
葉
を
聴
い
て
も
、
十
字

架
と
復
活
の
キ
リ
ス
ト
と
の
関
係
を
す

ぐ
見
失
っ
て
し
ま
う
か
ら
繰
り
返
し
繰

り
返
し
と
し
つ
こ
く
言
っ
て
煙
た
が
ら

れ
は
し
ま
し
た
が
。

　
安
行
教
会
で
は
、
火
事
で
現
在
の
場

所
に
移
築
後
（
皆
様
の
ご
協
力
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
た
ら
し
い
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
）、教
会
学
校
が
閉
じ
て

い
て
、
Ｃ
Ｓ
教
師
の
希
望
も
な
く
、
再

開
の
め
ど
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
な
ら
と
、
牧
師
が
新
た
な
方

向
を
紹
介
し
、
そ
の
学
び
を
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
通
常
に

礼
拝
に
招
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
原
始

教
会
が
そ
う
で
あ
っ
た
様
に
で
す
。
信

仰
の
継
承
と
い
う
意
味
で
も
私
た
ち
親

達
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
自
分
の

子
ど
も
に
伝
え
る
、
孫
に
伝
え
る
と
い

う
こ
と
を
第
一
に
し
よ
う
と
！

　
地
区
の
牧
師
先
生
方
、
東
京
神
学
大

学
の
教
授
を
講
師
に
招
き
つ
つ
、礼
拝
、

礼
拝
の
構
造
を
学
び
ま
し
た
。
変
え
て

い
い
も
の
、
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の

を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
が
礼
拝
の
中

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
様
工
夫
し
ま

し
た
。
礼
拝
と
は
、
ぬ
か
づ
く
、
ひ
ざ

ま
づ
く
、
と
い
う
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
神

に
。
礼
拝
の
構
造
は
神
と
の
応
答
で
出

来
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
神
の
前
に
静

ま
り
自
分
を
整
え
、
神
に
招
か
れ
、
神

を
賛
美
し
、
罪
を
告
白
し
、
罪
の
赦
し

の
保
証
を
さ
れ
、
十
戒
で
神
の
恵
み
の

戒
め
の
う
ち
に
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

神
に
愛
さ
れ
て
い
る
隣
人
と
キ
リ
ス
ト

に
あ
る
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、賛
美
し
、

み
こ
と
ば
の
解
き
明
か
し
を
求
め
、
み

こ
と
ば
の
解
き
明
か
し
を
受
け
、
私
た

ち
の
信
仰
を
告
白
し
、
目
に
見
え
る
み

こ
と
ば
で
あ
る
聖
餐
に
与
り
、賛
美
し
、

自
ら
を
神
の
前
に
捧
げ
る

思
い
を
持
ち
つ
つ
献
金
献

身
し
、
こ
の
世
の
た
め
に
執

り
成
し
て
祈
り
、
キ
リ
ス
ト

に
い
た
だ
い
た
主
の
祈
り

を
皆
で
捧
げ
、
宣
教
に
関
す

る
報
告
を
受
け
、
神
を
た
た

え
、
教
会
か
ら
世
に
遣
わ
さ

れ
る
よ
う
派
遣
の
祝
祷
を

受
け
て
送
り
出
さ
れ
、
後
奏

で
礼
拝
の
恵
み
を
し
み
じ

み
と
味
わ
う
。
毎
礼
拝
毎
に

神
と
出
会
う
、
応
答
関
係
を
も
つ
。
こ

の
恵
み
の
す
ば
ら
し
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
礼
拝
の
構
造
を
学
び
、
皆
で
整
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
礼
拝
が
生
き
生
き

と
喜
び
に
満
ち
た
も
の
に
な
っ
た
の
で

す
。
　
話
は
変
わ
り
、牧
師
家
庭
の
子
育
て
、

あ
る
い
は
、
信
仰
者
の
家
庭
の
子
育
て

に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
。
保
育
園
に
通
っ

て
い
た
息
子
、「
と
う
さ
ん
も
い
い
人
出

来
た
ら
、
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で

し
ょ
！
」「
え
え
っ
？
？
？
」
保
育
園

の
息
子
か
ら
こ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
ら

皆
さ
ん
ど
う
で
す
か
。
私
は
ほ
ん
と
に

死
ぬ
ほ
ど
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
自
分

の
子
ど
も
に
し
っ
か
り
と
神
様
に
あ
る

よ
き
価
値
観
を
引
き
渡
さ
な
い
と
、
世

の
価
値
観
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
友
達
か

ら
の
価
値
観
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
ん

だ
。絶
対
そ
れ
ら
に
や
ら
れ
た
く
な
い
。

こ
の
言
葉
で
私
は
決
心
し
ま
し
た
。
親

が
恵
み
で
与
え
ら
れ
た
よ
き
神
さ
ま
の

価
値
観
を
な
ん
と
か
子
に
良
き
も
の
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
！
　
そ
の
結
果
と

し
て
や
っ
た
こ
と
、
子
ど
も
と
一
生
懸

命
遊
び
ま
し
た
。
と
っ
て
も
遊
び
ま
し

た
。
遊
戯
王
カ
ー
ド
や
魚
釣
り
も
始
め

ま
し
た
。
妻
に
バ
カ
に
さ
れ
よ
う
と
！

息
子
の
言
葉
は
保
育
園
の
離
婚
家
庭
の

友
達
の
お
話
し
を
子
ど
も
同
士
で
話
し

て
い
た
こ
と
が
後
で
分
か
り
ま
し
た
。

友
達
か
ら
の
価
値
観
恐
ろ
し
や
。
世
の

子
育
て
中
の
キ
リ
ス
ト
者
の
方
々
、
私

達
の
子
ど
も
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
真
剣

に
生
き
ま
し
ょ
う
ね
。

鳥取・島根へ家族旅行
小泉八雲記念館前にて

礼拝の喜び
田中　篤司
（安行教会員）
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